
参加費無料

医療・健康 文化・芸術 経済・社会× ×

一般財団法人

医療文化経済グローカル研究所第 4 回

～ 認知症との共生と予防・先端治療の街・養父市をめざして ～
※ ９月 21 日は世界アルツハイマーデーです

認知症への理解を深めよう !!

認知症当事者、市民、支援者が交流しながら、認知症との
共生に向けて話し合う会に参加しませんか。

【時間】11:00 ～ 12:00
【会場】養父公民館Ａ研修室

認知症との共生ワークショップ（定員 30 名）

まで079-662-6141養父市地域包括支援センター

キ　リ　ト　リ

【主催】 一般財団法人 医療文化経済グローカル研究所 / 養父市

9/14 土
2024 年

13:30-16:00
会 場 養父市立

ビバホール

参加者募集

菅原さんも参加します !!

特別講座

第 4 回 市民講座「養（よう）」お申し込み用紙

参加人数
人

名前 （代表者）

住所

連絡先 所属日中連絡のつきやすい番号をご記入ください

申込みフォーム用

お申し込み方法 ※申込必要

申込みフォームから
※ 右 QR コードを読み取りお送り下さい

1

FAX から ※ 右記に必要事項をご記入の上お送りください2

3 市役所地域局又は本庁社会的処方推進課窓口へ提出

第 4 回 市民講座「養（よう）」第 4 回 市民講座「養（よう）」

代表理事兼研究所所長（京都大学名誉教授）中尾 一和
挨拶とメッセージ

「生活習慣と認知症」

藤本 直規 氏
連携型認知症疾患医療センター /
医療法人藤本クリニック センター長 / 理事長 

～認知症医療とケアを追い求めて～

認知症の
正しい理解を深めよう

理事兼主任研究員（公立八鹿病院院長、滋賀医科大学名誉教授）

座長：西村正樹

（撮影：草加和輝）

菅原 直樹 氏
「老いと演劇」OiBokkeShi 主宰 / 俳優、介護福祉士

“いま” を共に楽しむ
認知症ケア
～介護者は俳優になろう～ 座長：近藤尚己

理事兼主任研究員（京都大学大学院医学研究科教授）

第 5 回
市民講座「養」

※ 詳細は後日、チラシ・HP 等でご案内いたします。

【日時】令和 6 年 11 月 30 日（土）午後
【場所】但馬長寿の郷郷ホール

ご予約はこちら

次回予告

アトラクション

チェロ演奏 村上 真璃南 氏
第15回 ビバホールチェロコンクール 聴衆賞受賞

アトラクション

えむきっど
（ギッズダンスサークル）

ダンスパフォーマンス
～ オープニング ～



ホームページはこちら
https://mce.or.jp

TEL / 079-660-7478　FAX / 079-660-1375　mail / info@mce.or.jp
※ お電話は繋がらない場合がございます。

〒667-0021　兵庫県養父市八鹿町八鹿 1685-2 やぶパートナーズ株式会社 2F

法人のご案内

（一財）医療文化経済グローカル研究所は、医療、文化・芸術、経済分野
の連携により、健康加齢を促進し、市民の幸福度の向上に向けた調査・研究・
提言・支援等の取組を行い、市民が幸福に暮らしていける持続可能な地域
共生社会の創造に寄与することを目的に市が設立した法人です。

当法人役員と市民の皆さんとが直接、交流できる機会をつくることを目的
に、「健康」や「幸福」に関する市民講座「養（よう）」を市内各地で定期
的に開催しています。

【主催・お問い合わせ】

講師のご紹介

出演者のご紹介

チェロ演奏ダンスパフォーマンス

相愛高等学校音楽科３年 特能奨学生。
泉の森ジュニアチェロコンクール金賞、日本クラシック
音楽コンクールグランプリ、全日本学生音楽コンクール
大阪大会１位、全国大会 1 位などを受賞。

養父市内中学生までの子どもたちが集う遊びとダンスの
サークル。
現在、３歳～中学生までの子どもたち男女 35 名が在籍
し、各地域の祭りなどで活躍する人気ダンスサークル。

村上 真璃南 氏チェロ奏者えむきっどギッズダンスサークル

“いま” を共に楽しむ認知症ケア
～介護者は俳優になろう～

菅原 直樹 氏講　師

平田オリザ氏が主宰する青年団に俳優として所属。2010 年より特別養護老人ホームの介護職員として勤務。認知症ケ
アに演劇的手法を活用した「老いと演劇のワークショップ」を全国各地で展開。2017 年からは OiBokkeShi× 三重県
文化会館による「介護を楽しむ」「明るく老いる」アートプロジェクトが進行。

講
話 

１

認知症の正しい理解を深めよう
～認知症医療とケアを追い求めて～ 藤本 直規 氏講　師

1990 年滋賀県立成人病センターに一般病院日本初の「物忘れ外来」を開設。1999 年認知症専門の医療法人藤本クリニッ
クを開業。2014年 10 月、日本初の連携型認知症疾患医療センターとして県の指定を受ける。2010 年度日本認知症ケ
ア学会・読売認知症ケア奨励賞受賞。2004年から認知症の人自身が自主的に活動を決め、社会とのつながりを求めるデイサー
ビス「もの忘れカフェ」、2011年から退職直後の若年性認知症の内職仕事を行う「仕事の場」、社会とのつながりの場である
居場所「Hej」を運営。日本認知症学会専門医・名誉理事、日本神経学会専門医、日本老年医学会老年病専門医。

講
話 

2

アトラクション


